
























































































































例(2 )のような表現においても、(2 ) ，のように変位された形としてよく使われてい
る連体修飾構造である。しかし、この二つの用言による連体修飾語が同ーの名詞(中心語)
を修飾する形態をとる場合、語}I慎の順位によって修飾関係及び意味関係が変わる。
語と語の意味関係という観点からみると、(2) と(2 )' bの表現は「まるくできれい












































それでは、どうして例(3 )の連体修飾構造は(3 ) ，のように自然な表現に相互の変
位ができるのに、同じ構造である (4)・(5 )の連体修飾構造を変位させた (4)' (5) 
，の表現は不自然な表現のように感じられるのかについて考えてみよう。




































このように、選択制限という観点から上の例 (6) (7) の「甲高い」と「美しい」を
























元籍の青い目 Jf青い元籍の目」にしても、常識的慣用的にみて fx 元籍の(が)青


































































































































( 2 )例 (1) (2) の修飾・被修飾の関係を図式で表すと、次のようになる。
連体修飾語が被修飾語を修飾する関係を「一 >Jで、被修飾語が修飾される関係
を i<一」で示した。
例(1 )政子の美しい目 例(2 )美しい政子の目
一一一><一(属性) 一一一><一(所属)
一一一><一一一一一(所属) 一一ー><ー一一一一(属性)
( 3 )例 (3) (4) の修飾・被修飾の関係を図式で表すと、次のようになる。
例(3 )美 し い 目 の 政 子
一一一><- (属性)
一一ー一一一><一(属性)
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